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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
広帯域符号分割多元接続システムの無線通信装置において、
送信側から各フレーム毎に送信されるトランスポートフォーマット組合せ指標を検出する
組合せ指標検出手段と、
各フレーム毎に順次検出されるトランスポートフォーマット組合せ指標を保持する組合せ
指標保持手段と、
複数のフレームに亙って順次検出保持されたトランスポートフォーマット組合せ指標の中
から、より尤度の高いトランスポートフォーマット組合せ指標を先頭から順に決定する組
合せ指標決定手段とを備え、
１フレームを超えるインタリーブ長のデータを受信する処理において、前記組合せ指標決
定手段により決定されたトランスポートフォーマット組合せ指標に従って、各フレーム毎
の処理を順次行うことを特徴とする無線通信装置。
【請求項２】
前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトランスポートフォ
ーマット組合せ指標の先頭のものから順に抽出して多数決により１つのトランスポートフ
ォーマット組合せ指標を決定することを特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトランスポートフォ
ーマット組合せ指標の先頭のものから順に、該トランスポートフォーマット組合せ指標の
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受信信号の受信品質を比較対照し、該受信品質が高いトランスポートフォーマット組合せ
指標を選択して決定することを特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項４】
前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトランスポートフォ
ーマット組合せ指標の先頭のものから順に、所定数以上の連続する同一のトランスポート
フォーマット組合せ指標を検出し、該検出されたトランスポートフォーマット組合せ指標
を、以降のフレームのトランスポートフォーマット組合せ指標として決定することを特徴
とする請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項５】
前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトランスポートフォ
ーマット組合せ指標の先頭のものから順に、多数決により決定する機能、受信信号の受信
品質を基に決定する機能、又は所定数以上の連続する同一のトランスポートフォーマット
組合せ指標を検出して決定する機能の、少なくとも二つの機能を組合わせて決定すること
を特徴とする請求項１に記載の無線通信装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、広帯域符号分割多元接続による次世代移動通信システムＩＭＴ－２０００（In
ternational Mobile Telecommunications 2000）において標準化されているトランスポー
トフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ：Transport Format Combination Indicator) を用
いて様々な種類のデータを組合わせて送受する無線通信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、マルチメディア通信の需要の高まりにより、種類の異なる様々なデータを組合わせ
て送受する通信サービスが提供されようとしている。ＩＭＴ－２０００システムでは、例
えば、音声データ、画像データ、非制限データ、パケットデータ等、伝送誤り率等の規定
が異なる複数の通信サービスのデータを組合わせて多重伝送する。
【０００３】
ＩＭＴ－２０００システムにおいて、この組合せの情報は、基本的にトランスポートフォ
ーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）により表示される。以下、この「トランスポートフォー
マット組合せ指標（ＴＦＣＩ）」を単に「組合せ指標（ＴＦＣＩ）」と称する。
【０００４】
送信側は種々のフォーマットの送信データを組合せて送信し、その送信データのフォーマ
ットの組合せを示す情報を、組合せ指標（ＴＦＣＩ）として受信側に通知し、受信側は該
組合せ指標（ＴＦＣＩ）を基に瞬時に送信データのフォーマットの組合せを判別すること
ができ、柔軟なマルチメディアサービスに対応することができる。
【０００５】
しかし、言い換えると、組合せ指標（ＴＦＣＩ）が誤って受信されると、送信されたデー
タのフレーム全体に係わるフォーマットが誤って認識され、そのフレーム全体のデータが
正しく受信されなくなるため、組合せ指標（ＴＦＣＩ）は通信品質を保持する上で重要な
情報である。
【０００６】
ここで組合せ指標（ＴＦＣＩ）について概要を説明する。ＩＭＴ－２０００システムの送
信装置は、３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）のＴＳシリーズ（ＴＳ２
５．２１２等）の規格に従い、一区切りのチャネルデータ伝送時間間隔（ＴＴＩ：Transm
ission Time Interval）として定義されたフレーム単位に分割してデータを送信する。そ
して、受信装置は、各フレーム毎にチャネルデータのレートを判定し、該判定したレート
を基に受信データを復号する。このレート判定は、送信側から送信された組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）を使用する。
【０００７】
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組合せ指標（ＴＦＣＩ）の具体例を図１０の（ａ）に示す。送信側は、送信データの組合
せに対応した組合せ指標（ＴＦＣＩ）を３ＧＰＰＴＳ２５．２１２の規格に従ってマッピ
ングし、該マッピングした符号を無線信号により、各フレーム毎に送信する。受信側では
、マッピングされた組合せ指標（ＴＦＣＩ）の符号を受信し、該符号をデマッピングして
検出判定した組合せ指標（ＴＦＣＩ）を基に、データの転送フォーマットの組合せを判断
し、受信データの復号処理を行う。
【０００８】
図１１にＩＭＴ－２０００システムの送信装置及び受信装置の機能ブロックを示す。送信
装置１１－１０は、各送信データ（データ＃１～データ＃Ｎ）毎にデータの配列を入替え
るインタリーブ部１１－１１1 ～１１－１１N と、インタリーブ処理された各送信データ
を、合成制御部１１－１３の制御に従って合成するデータ合成部１１－１２と、合成制御
部１１－１３の制御に従って組合せ指標（ＴＦＣＩ）を生成する組合せ指標（ＴＦＣＩ）
生成部１１－１４と、合成された送信データの組合せと組合せ指標（ＴＦＣＩ）とを無線
信号により送信する送信機１１－１５とを備える。
【０００９】
一方、受信装置１１－２０は、送信装置１１－１０から送信された無線信号を受信する受
信機１１－２１と、該無線信号から組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出判定する組合せ指標（
ＴＦＣＩ）判定部１１－２２と、判定された組合せ指標（ＴＦＣＩ）を基に、組合わせ受
信データを個々のデータに分離するデータ分離部１１－２３と、分離された個々のデータ
毎に配列を元に戻し、データ＃１～データ＃Ｎを出力するデインタリーブ部１１－２４1 

～１１－２４N とを備えている。
【００１０】
ＩＭＴ－２０００システムの無線送信装置は、１フレームを超えるインタリーブ処理対象
の送信データブロックを送信する場合、複数のフレームに亙ってインタリーブを行う。例
えば、インタリーブ長４００ビット、４０ｍｓの送信データブロックを１０ｍｓのフレー
ムにより送信する場合、送信データブロックを１００ビット、１０ｍｓ毎のフレームデー
タに分割し、各フレーム毎にインタリーブして送信する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
送信データブロックのインタリーブ期間中、各フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）は、一
定の情報となっている。しかし、組合せ指標（ＴＦＣＩ）を、従来のように各フレーム毎
に独立して検出し判定している場合、１つのフレームで誤って判定すると、全送信データ
ブロックに亙るインタリーブ期間中のデータを合成したときに、該送信データブロック全
体が正しく復元できないこととなる。
【００１２】
図１０の（ｂ）は受信組合せ指標（ＴＦＣＩ）に判定誤りが生じた例を示す。同図におい
て、送信された各フレーム毎の各組合せ指標（ＴＦＣＩ）とそのデータの組合せの対応は
、同図（ａ）に示す通りのものとする。送信側からは、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”と
これに対応するデータの組合せ（データ＃１のみの送信データ４００ｂｉｔ）が送信され
ている。
【００１３】
この送信データブロックのインタリーブ期間が４０ｍｓであるとすると、送信側は、１０
ｍｓのフレーム毎にデータ＃１の送信データのみを１００ｂｉｔずつインタリーブして送
信する。このとき、受信側では、２０ｍｓ区間のフレーム（ii）までは正しく組合せ指標
（ＴＦＣＩ）“２”が検出されたが、３０ｍｓ区間のフレーム（iii ）で組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）が誤って“１”と検出されたとすると、このフレーム区間ではデータ＃１のビッ
ト長が１００／４＝２５ｂｉｔであると判断され、最終的に０～４０ｍｓの全インタリー
ブ期間分のデータを合成したときに、データブロック長が１００＋１００＋２５＋１００
＝３２５　ｂｉｔと判定され、受信データを誤って復号処理することになる。
【００１４】
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本発明は、１フレームを超えるインタリーブ長のデータを受信する際に、各フレーム毎の
受信処理に使用する組合せ指標（ＴＦＣＩ）がより正しく検出されるようにし、インタリ
ーブ期間におけるデータの受信・復号処理の精度を向上させることを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
本発明の無線通信装置は、（１）広帯域符号分割多元接続システム（ＩＭＴ－２０００）
の無線通信装置において、送信側から各フレーム毎に送信されるトランスポートフォーマ
ット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出する組合せ指標検出手段と、各フレーム毎に順次検出
されるトランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を保持する組合せ指標保持手
段と、複数のフレームに亙って順次検出保持されたトランスポートフォーマット組合せ指
標（ＴＦＣＩ）の中から、より尤度の高いトランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦ
ＣＩ）を先頭から順に決定する組合せ指標決定手段とを備え、１フレームを超えるインタ
リーブ長のデータを受信する処理において、前記組合せ指標決定手段により決定されたト
ランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従って、各フレーム毎の処理を順次
行うことを特徴とする。
【００１６】
また、（２）前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）の先頭のものから順に抽出して多数決によ
り１つのトランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を決定することを特徴とす
る。
【００１７】
また、（３）前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）の先頭のものから順に、該トランスポート
フォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）の受信信号の受信品質を比較対照し、該受信品質が
高いトランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を選択して決定することを特徴
とする。
【００１８】
また、（４）前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）の先頭のものから順に、所定数以上の連続
する同一のトランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出し、該検出された
トランスポートフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）を、以降のフレームのトランスポー
トフォーマット組合せ指標（ＴＦＣＩ）として決定することを特徴とする。
【００１９】
また、（５）前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標の先頭のものから順に、多数決により決定する機能、受
信信号の受信品質を基に決定する機能、又は所定数以上の連続する同一のトランスポート
フォーマット組合せ指標を検出して決定する機能の、少なくとも二つの機能を組合わせて
決定することを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
図１は本発明の第１の実施形態の機能ブロックを示す。この実施形態は、組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）を、順次検出されたものの中から多数決により決定する実施形態である。なお、
以下に説明する本発明の実施形態において、送信側の構成は図１１に示した従来のものと
同様であるので省略し、受信側の構成のみを示す。
【００２１】
図１において、アンテナで受信された信号は受信機１１－２１において復調され、データ
の符号はデータ分離部１１－２３に入力され、組合せ指標（ＴＦＣＩ）の符号は、組合せ
指標（ＴＦＣＩ）検出部１－１に入力される。組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部１－１では
、組合せ指標（ＴＦＣＩ）の符号をデマッピングして組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出し、
該組合せ指標（ＴＦＣＩ）を組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部１－２に出力する。組合せ指
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標（ＴＦＣＩ）保持部１－２は、インタリーブ期間内のこれまでに検出された各フレーム
の組合せ指標（ＴＦＣＩ）を保持する。
【００２２】
多数決処理部１－３は、上記インタリーブ期間内のこれまでに検出された各フレームの組
合せ指標（ＴＦＣＩ）に対して多数決処理を行い、最も数の多い組合せ指標（ＴＦＣＩ）
を、現フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）として決定する。データ分離部１１－２３は、
決定された組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従い、当該フレームの受信データに対してデータ分
離処理を行う。
【００２３】
図２は本発明の第１の実施形態の動作例を示す。同図に示すように、１０ｍｓ区間の１番
目のフレーム（ｉ）では、このフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を組
合せ指標（ＴＦＣＩ）と決定し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を
行う。
【００２４】
次の２０ｍｓ区間の２番目のフレーム（ii）では、このフレームで検出された組合せ指標
（ＴＦＣＩ）“２”と１番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”との
多数決処理により、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を決定し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ
）に従ってデータ分離処理を行う。
【００２５】
次の３０ｍｓ区間の３番目のフレーム（iii ）では、このフレームで検出された組合せ指
標（ＴＦＣＩ）“１”と１番目及び２番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ
）“２”との多数決処理により、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を決定し、この組合せ指
標　（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００２６】
次の４０ｍｓ区間の４番目のフレーム（iv）では、このフレームで検出された組合せ指標
（ＴＦＣＩ）“２”と１番目及び２番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）
　“２”と３番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”の多数決処理に
より、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”と決定し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデ
ータ分離処理を行う。
【００２７】
図３は本発明の第２の実施形態の機能ブロックを示す。この実施形態は、組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）を、順次検出されたものの中から受信品質に従って決定する実施形態である。同
図において、アンテナで受信された信号を受信機１１－２１で復調し、組合せ指標（ＴＦ
ＣＩ）検出部１－１で組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出し、１データブロックのインタリー
ブ期間内のフレームのこれまでに検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）を組合せ指標（ＴＦ
ＣＩ）保持部１－２で保持する構成は、図１に示した実施形態と同様である。
【００２８】
受信品質測定部３－１は、受信信号の受信レベル等により各フレームの受信品質を測定し
、該受信品質測定結果を組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部３－２に出力する。組合せ指標（
ＴＦＣＩ）選択部３－２は、１データブロックのインタリーブ期間内のこれまでに受信し
た各フレームの受信品質を比較対照し、その中から最も高い受信品質のフレームの組合せ
指標　（ＴＦＣＩ）を選択し、現フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）として決定する。デ
ータ分離部１１－２３では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部３－２によって決定された組
合せ指標　（ＴＦＣＩ）に従い、現フレームの受信データに対してデータ分離処理を行う
。
【００２９】
図４は本発明の第２の実施形態の動作例を示す。同図に示すように、１０ｍｓ区間の１番
目のフレーム（ｉ）では、このフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を組
合せ指標（ＴＦＣＩ）と決定し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を
行う。
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【００３０】
次の２０ｍｓ区間の２番目のフレーム（ii）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”が検出
されても、このフレームの受信品質（受信レベル）“－９５ｄＢｍ”と１番目のフレーム
の受信品質（受信レベル）“－９０ｄＢｍ”とを比較対照し、より受信品質（受信レベル
）の高い１番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し、この組
合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００３１】
次の３０ｍｓ区間の３番目のフレーム（iii ）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”が検
出されているが、このフレームの受信品質（受信レベル）“－１００ｄＢｍ”と、これま
での最高の受信品質（受信レベル）“－９０ｄＢｍ”とを比較対照し、最も受信品質（受
信レベル）の高い１番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し
、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００３２】
次の４０ｍｓ区間の４番目のフレーム（iv）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”が検出
されているが、このフレームの受信品質（受信レベル）“－９５ｄＢｍ”と、これまでの
最高の受信品質（受信レベル）“－９０ｄＢｍ”とを比較対照し、最も受信品質（受信レ
ベル）の高い１番目のフレームで検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し、こ
の組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００３３】
次に、本発明の第３の実施形態として、図３に示した組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部３－
２において、これまでに受信したインタリーブ期間内の各フレーム毎の受信品質に応じて
、各フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）に重み付けを行い、該重み付けの大きさによって
現フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）を決定する構成とすることもできる。
【００３４】
上述の第３の実施形態における受信品質に応じた重み付けにより組合せ指標（ＴＦＣＩ）
を決定する動作を、図５に示す動作例により説明すると、図５において一番高い受信品質
は“－９０”で、１０ｍｓ区間の１番目のフレーム（ｉ）と３０ｍｓ区間の３番目のフレ
ーム（iii ）であるが、受信レベルによる重み付加の一手法として、同一の組合せ指標（
ＴＦＣＩ）に対する各フレームの受信レベルの平均値を重み値として付加し、該重み値を
用いて現フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）を選択する。
【００３５】
図５の例の場合、１０ｍｓ区間の１番目のフレーム（ｉ）では、このフレームで検出され
た組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を組合せ指標（ＴＦＣＩ）と決定し、この組合せ指標（
ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００３６】
次の２０ｍｓ区間の２番目のフレーム（ii）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”が検出
され、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”に対する重み値“－１０５ｄＢｍ”と、組合せ指標
　（ＴＦＣＩ）“２”に対する重み値“－９０ｄＢｍ”とを比較対照し、より重み値の高
い組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ
分離処理を行う。
【００３７】
次の３０ｍｓ区間の３番目のフレーム（iii ）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”が検
出されているが、このときの組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”に対する重み値は、（（－１
０５）＋（－９０））／２＝－９７．５ｄＢｍとなるのに対し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）
“２”に対する重み値は－９０ｄＢｍであり、それらを比較対照し、より重み値の高い組
合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し、この組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離
処理を行う。
【００３８】
次の４０ｍｓ区間の４番目のフレーム（iv）では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”が検出
されているが、このときの組合せ指標（ＴＦＣＩ）“１”に対する重み値は、（（－１０
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５）＋（－９０））／２＝－９７．５ｄＢｍとなるのに対し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）“
２”に対する重み値は、（（－９０）＋（－９５））／２＝－９２．５ｄＢｍとなり、そ
れらを比較対照し、より重み値の高い組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を選択し、この組合
せ指標　（ＴＦＣＩ）に従ってデータ分離処理を行う。
【００３９】
次に、本発明の第４の実施形態として、受信品質に従って組合せ指標（ＴＦＣＩ）を決定
する際に、信号対雑音及び干渉電力比（ＳＩＲ）を用いて受信品質を判定し、組合せ指標
　（ＴＦＣＩ）を決定する構成とすることができる。
【００４０】
図６はこの実施形態の機能ブロックを示す。アンテナで受信された信号を受信機１１－２
１で復調し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部１－１で組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出し、
１データブロックのインタリーブ期間内のこれまでに検出された組合せ指標（ＴＦＣＩ）
を組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部１－２で保持する構成は、図１に示した実施形態と同様
である。
【００４１】
ＳＩＲ測定部６－１は、受信信号の各フレーム毎の信号対雑音及び干渉電力比（ＳＩＲ）
を測定し、該測定結果を組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部６－２に出力する。組合せ指標（
ＴＦＣＩ）選択部６－２は、１データブロックのインタリーブ期間内のこれまでに受信し
た各フレームの信号対雑音及び干渉電力比（ＳＩＲ）を比較対照し、その中から最も高い
信号対雑音及び干渉電力比（ＳＩＲ）のフレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）を選択し、現
フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）として決定する。データ分離部１１－２３では、組合
せ指標（ＴＦＣＩ）選択部６－２によって決定された組合せ指標（ＴＦＣＩ）に従い、現
フレームの受信データに対してデータ分離処理を行う。
【００４２】
次に、本発明の第５の実施形態として、組合せ指標（ＴＦＣＩ）を復号する際に検出され
る情報を用いて受信品質を判定し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）を決定する構成とすることが
できる。図７はこの実施形態の機能ブロックを示す。アンテナで受信された信号を受信機
１１－２１で復調し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部７－１で組合せ指標（ＴＦＣＩ）を
検出し、１データブロックのインタリーブ期間内のこれまでに検出された組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）を組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部１－２で保持する構成は、図１に示した実施形
態と同様である。
【００４３】
組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部７－１は、受信された組合せ指標（ＴＦＣＩ）の符号をデ
マッピングして組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出するが、該組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出
する際に得られる軟判定情報又は尤度情報等の組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出情報を、受信
品質を示す情報として組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部７－２に出力する。
【００４４】
組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部７－２は、これまでに受信したインタリーブ期間内の各フ
レーム毎の組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出情報に基づいて、一番高い品質を示す検出情報に
対する組合せ指標（ＴＦＣＩ）を選択する。或いは、組合せ指標（ＴＦＣＩ）にこの組合
せ指標（ＴＦＣＩ）検出情報による重み付けを行って組合せ指標（ＴＦＣＩ）を選択する
。このようにして現フレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）を決定し、データ分離部１１－２
３は、組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部７－２によって決定された組合せ指標（ＴＦＣＩ）
に従い、現フレームの受信データに対してデータ分離処理を行う。
【００４５】
次に、本発明の第６の実施形態として、１データブロックのインタリーブ期間内のこれま
でに検出された連続する同一の組合せ指標（ＴＦＣＩ）を、現フレームの組合せ指標（Ｔ
ＦＣＩ）として決定する構成とすることができる。図８ほこの実施形態の機能ブロックを
示す。
【００４６】
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アンテナで受信された信号を受信機１１－２１で復調し、組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部
１－１で組合せ指標（ＴＦＣＩ）を検出し、１データブロックのインタリーブ期間内のこ
れまでに検出した組合せ指標（ＴＦＣＩ）を組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部１－２で保持
する構成は、図１に示した実施形態と同様である。
【００４７】
組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部１－２に保持された各フレーム毎の組合せ指標（ＴＦＣＩ
）は、組合せ指標（ＴＦＣＩ）カウンタ８－１に出力され、組合せ指標（ＴＦＣＩ）カウ
ンタ８－１は、同一組合せ指標（ＴＦＣＩ）が連続して入力される回数をカウントし、該
カウント数を組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部８－２に出力する。
【００４８】
組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部８－２は、組合せ指標（ＴＦＣＩ）カウンタ８－１から出
力される同一組合せ指標（ＴＦＣＩ）の連続フレーム数が所定数超えた組合せ指標（ＴＦ
ＣＩ）を、以降のフレームの組合せ指標（ＴＦＣＩ）として決定する。データ分離部１１
－２３では、組合せ指標（ＴＦＣＩ）選択部８－２によって決定された組合せ指標（ＴＦ
ＣＩ）に従い、現フレームの受信データに対してデータ分離処理を行う。
【００４９】
この第６の実施形態の動作を図９に示す例により説明する。この動作例において、同一組
合せ指標（ＴＦＣＩ）が連続して入力される回数、即ち保護段数を“２”としている。１
０ｍｓ区間の１番目のフレーム（ｉ）では組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”を検出し、組合
せ指標（ＴＦＣＩ）カウンタ８－１はカウント値“１”を設定する。
【００５０】
次の２０ｍｓ区間の２番目のフレーム（ii）でも組合せ指標（ＴＦＣＩ）“２”が検出さ
れたので、組合せ指標（ＴＦＣＩ）カウンタ８－１は、カウント値を＋１インクリメント
してカウント値“２”となる。このカウンタ値が所定数の保護段数“２”と一致すれば、
このフレーム以降のインタリーブ期間内の組合せ指標（ＴＦＣＩ）を、この組合せ指標（
ＴＦＣＩ）“２”として決定する。
【００５１】
以上説明した組合せ指標（ＴＦＣＩ）の決定における本発明の第１～第６の実施形態をそ
れぞれ適宜組み合わせ、かつ各実施形態による組合せ指標（ＴＦＣＩ）の決定に際して、
優先順序を定めて最終的に決定する構成とすることもできる。その他、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲で種々の変形を加えることができることは言うまでもない。
【００５２】
（付記１）　広帯域符号分割多元接続システムの無線通信装置において、送信側から各フ
レーム毎に送信されるトランスポートフォーマット組合せ指標を検出する組合せ指標検出
手段と、各フレーム毎に順次検出されるトランスポートフォーマット組合せ指標を保持す
る組合せ指標保持手段と、複数のフレームに亙って順次検出保持されたトランスポートフ
ォーマット組合せ指標の中から、より尤度の高いトランスポートフォーマット組合せ指標
を先頭から順に決定する組合せ指標決定手段とを備え、１フレームを超えるインタリーブ
長のデータを受信する処理において、前記組合せ指標決定手段により決定されたトランス
ポートフォーマット組合せ指標に従って、各フレーム毎の処理を順次行うことを特徴とす
る無線通信装置。
（付記２）　前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標の先頭のものから順に抽出して多数決により１つのトラ
ンスポートフォーマット組合せ指標を決定することを特徴とする付記１に記載の無線通信
装置。
（付記３）　前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標の先頭のものから順に、該トランスポートフォーマット
組合せ指標の受信信号の受信品質を比較対照し、該受信品質が高いトランスポートフォー
マット組合せ指標を選択して決定することを特徴とする付記１に記載の無線通信装置。
（付記４）　前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
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スポートフォーマット組合せ指標に対して受信品質に応じた重み付けを行って比較対照し
、該重み付けの大きさによってトランスポートフォーマット組合せ指標を選択して決定す
ることを特徴とする付記３に記載の無線通信装置。
（付記５）　前記組合せ指標決定手段は、受信品質として、トランスポートフォーマット
組合せ指標の受信信号の信号対雑音及び干渉電力比により比較対照することを特徴とする
付記３に記載の無線通信装置。
（付記６）　前記組合せ指標決定手段は、受信品質として、トランスポートフォーマット
組合せ指標を復号するときに検出される尤度情報に基づいて比較対照することを特徴とす
る付記３に記載の無線通信装置。
（付記７）　前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標の先頭のものから順に、所定数以上の連続する同一のト
ランスポートフォーマット組合せ指標を検出し、該検出されたトランスポートフォーマッ
ト組合せ指標を、以降のフレームのトランスポートフォーマット組合せ指標として決定す
ることを特徴とする付記１に記載の無線通信装置。
（付記８）　前記組合せ指標決定手段は、複数のフレームに亙って検出保持されたトラン
スポートフォーマット組合せ指標の先頭のものから順に、多数決により決定する機能、受
信信号の受信品質を基に決定する機能、又は所定数以上の連続する同一のトランスポート
フォーマット組合せ指標を検出して決定する機能の、少なくとも二つの機能を組合わせて
決定することを特徴とする付記１に記載の無線通信装置。
【００５３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、１フレームを超えるインタリーブ長のデータを受
信する際に、各フレーム毎の受信処理に使用する組合せ指標（ＴＦＣＩ）を、各フレーム
独立して決定するのではなく、複数のフレームに亙って順次検出保持された組合せ指標（
ＴＦＣＩ）の中から、より尤度の高い組合せ指標（ＴＦＣＩ）を多数決によって、或いは
受信品質を基に選択して決定することにより、１データブロックにおけるインタリーブ期
間中の組合せ指標（ＴＦＣＩ）の受信精度を向上させることができ、全インタリーブ期間
におけるデータの受信精度を向上させることができる。
【００５４】
また、本発明において、複数のフレームに亙って順次検出保持された順次検出保持された
組合せ指標（ＴＦＣＩ）の中から、より尤度の高いトランスポートフォーマット組合せ指
標を先頭から順に決定することにより、全インタリーブ期間に亙る遅延を伴うことなく、
各フレーム毎の受信・復号化処理を素早く行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態の機能ブロックを示す図である。
【図２】本発明の第１の実施形態の動作例を示す図である。
【図３】本発明の第２の実施形態の機能ブロックを示す図である。
【図４】本発明の第２の実施形態の動作例を示す図である。
【図５】本発明の第３の実施形態の動作例を示す図である。
【図６】本発明の第４の実施形態の機能ブロックを示す図である。
【図７】本発明の第５の実施形態の機能ブロックを示す図である。
【図８】本発明の第６の実施形態の機能ブロックを示す図である。
【図９】本発明の第６の実施形態の動作例を示す図である。
【図１０】組合せ指標（ＴＦＣＩ）の例とその送受の例を示す図である。
【図１１】ＩＭＴ－２０００システムの送信装置及び受信装置の機能ブロックを示す図で
ある。
【符号の説明】
１－１　組合せ指標（ＴＦＣＩ）検出部
１－２　組合せ指標（ＴＦＣＩ）保持部
１－３　多数決処理部
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１１－２１　受信機
１１－２３　データ分離部
１１－２４1 ～１１－２４N 　デインタリーブ部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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